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　　あろうとしている。 Wicksell, liber Weだ，Ｋａt＞ｉtal　ｕｎｄＲｅｎtら1893 ，
　　trans Ｓ Froweｎａ，　Ｙａｌｕｅ，ＣａｐｉtalａｎｄＲｅｎｔ，George Allen & Unwin,
　　1954(北野熊喜男，服部新一訳『価値，資本および地代』，日本評論社，
　　1937)。英訳pp 105-6　ＧｅｌｄｚtｎｓｕｎｄＧｕtｅｒｐｒｅtｓｅ．1898,trans ，Ｒ
　　Kahｔi.　Intｅｒｅｓt 皿ｄ Ｐｒｉｃｅｓ，1936, reprinted Kelly, 1962, (北野熊喜男，
　　服部新一訳／北野熊喜男改訳，『利子と物価』，日本経済評論社，1984)。
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　　　　　　　　　　　　　　― 253 (40) ―
点て生産要素が投入され始めた生産過程の結実であるし，Ｔ１時点で投入
が始った過程は刄十丿時点ては，Z－(71－ 770)段階まで成熟した中間生産
物となって現われるはずである。
　かくして定常状態下の任意の時点の資本は，各生産段階の中間生産物の
集積として表わせる。
ある生産段階の中間生産物は次の段階に移るとその価値を付加することに
なるが，その平均付加価値率をｒとすれば，
の関係が成立する。これは
と書きかえられる。さらに八〇，０は生産要素投入時の一人あたり投入価
値に等しいと考えられることから，賃金率に等しいとみてよい。
以上の設定は賃金（ならびに賃料）が生産以前に前払いの形て労働者に支払
われることを意味している。かくして（6）は次のように書きかえられるｏ
生産過程が連続的であるとして，連続型で表わすことも可能てある。
ぴ≡(1十ｒ戸と定義し，yＶを無限に近づけていけば，極限では，
がえられる。（図２を参照のこ
と。）
　生産の担い手を企業者と総
称すれば, (4)式は資本収益率
（自然利子率）ρを最大化する
ことによりえられる。企業者
－254（39）―
　ウィクセル体系(1)～(5)の特性を理解するには，以上の説明でははなは
だ不十分であろう。とくに(2)と(4)については具体的な説明が必要である。
(2)式における資本の内容は中間生産物(価値)の総和であり，したがい流
動資本をもって資本の実体と考えている4)。その際，自然利子率ρは平均
的な各生産段階における付加価値率として考えられている。便宜上，(平
均)生産期間ｊが与えられるとし，Ｎ＋1生産段階個＝0，1,…，Ｎ)が
存在するとしょう。各生産段階の長さはjｒ＝ﾌｿﾞにiﾌである。そして第ﾀz
段階の中間生産物をfin; t)Lリｒ)と表わすとする。y佃パ)は単位時間
における一人あたり(平均)生産物であり(あ)はその生産段階の生産期
間であるｏ　とくに最終段階の生産物は最終生産物に等しいことからAN;
OEy(0が成り立つ。
　資本が流動資本を意味するとしても，ストックの概念で計測されること
は言うまでもない。(2)式が成立する背景には，ヴィクセル体系が定常状態，
つまり資本，労働，生産物に関し同一の条件が時間を通じ維持される状態
を想定していることがあげられる。本源的生産要素(労働，土地，賃料財)
が投入されて，中間生産物が時間を追って産出されていく。
　ある時点で眺めたとき，ちょうど最初の生産段階から最終段階までの中
間生産物をそのまま観測することがてきるｏ図１はこの事情を説明してい
る。Toの時点で本源的生産要素が投入された後，生産期間ｆを経たTo＋1
時点で最終生産物が産出され
るｏ定常状態であれば，同様
の投入・産出関係が以後各時
点でみられる。もし770十μ冷
点で立ち止まれば，その時の
各段階の中間生産物を一覧す
ることができる。例えば，そ
のときの最終生産物ば７'o時
―255 (38)―
　1.実物体系
　ウィクセルの実物体系は，もちろんオーストリア資本理論に従ったもの
である。　本源的な生産要素（労働，土地，その他の賃料財）の投入から最終
的生産物に至る定常状態下の生産過程を念頭においていた。『講義Ｉ』で
は一例としてワイン醸造をあげて議論が進められているが，理論的にはこ
の点に限定する必要性はない2）。
　先ず実物体系を一括すると
の５つの方程式で表わすことができるｏｙは最終生産物，Ｌは本源的生産
要索の投入量を表わす。(1)式は労働一単位あたり生産物(平均労働生産性)
が平均生産期間Ｚの関数として表わせることを示し，平均生産期間が長期
化すれば迂回生産の仮定から単位あたり生産物も増加する関係にある。し
かし，一種の収穫逓減が働いて平均生産期間の伸びほどには単位あたり生
産物は増加しないと仮定される。(2)式のＫは資本(価値)を表わし，資本
は現存する中間生産物匍Ｌｅｐ≒　てＥ[0,f].の総和として定義される。　た
だし，副ま実質賃金率を表わす。(3)式は自由競争下で成立する資本収益率
(自然利子率)の関係を表わす。(4)式は資本収益率が最大になるための最適
条件である。すなわち，自然利子率は迂回生産率尹(りが(0に等しい。
最後の(5)は完全雇用の条件を表わす3)。
　　　　　　　　　　　　　－256(37)－
義Ｉ』を貨幣経済を分析するための準備段階と考え，『講義Ｉ』。『講義
Ⅱ』を通して次のように再構成することが可能である。
　（1）貨幣経済への準備段階としての実物経済
　（2）単純信用経済
　（3）組織された信用経済
　第一段階では単純な物々交換てはなく，貨幣（信用）が存在しても全く
非本質的な役割しか果たさない完全市場経済が扱われる。価値尺度は任意
である。第二段階ては第一段階と接合する意味で，信用は存在するが未だ
理想的な条件の下でのみ機能する経済が導入される。このとき価値尺度は
特定化される。最後の段階で，銀行機能を含めた信用経済が扱われ，信用
の独自的な役割が分析される。
　このように，ウィクセルが関心を抱いた経済問題を共通した基礎的モデ
ルによって統一的に取り扱えると考えるのが，本稿の基本的な姿勢である。
その一方で実物部門と貨幣部門に分離して分析を進めていく，いわゆる二
分法的発想もウィクセルにはみられると考える。『講義Ｉ，Ⅱ』のプロト
タイプというべき，初期の二部作『価値，資本，地代』，『利子と物価』も
　『講義』の二巻と同様に，基礎的経済モデルを共有している一方で，資本
と貨幣という二分した領域をそれぞれ分業していたといってよい。
　しかし，この二つの接近法は結局矛盾するものではない。これから扱わ
れる実物体系は，「貨幣の介在しない経済」であっても，素朴な意味の物
々交換経済ではない。その実体は，むしろ貨幣の存在を必要としないほど
に組織化された市場経済であるといった方がよいであろう。価格体系は，
貨幣という実体なしに情報伝達と清算のための調整機能を果たしているｏ
この実物体系を土台にして，企業者と資本家，加えて銀行部門を交えて，
信用が重要な役割を果たす経済が構築される。ウィクセルが二分法的思考
法にどの程度依拠していたかは，この三つの段階を一通り説明した後，改
めて論じられるであろう。
　　　　　　　　　　　　　　－257（36）―
　　　　　　資本と貨幣の統合
　　　　　　―ヴィクセル経済理論の再構成-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明石茂生
　同一の人物であっても業績の点て，相反する立場からそれぞれ評価を受
ける場合が時にみられる。クヌート・ヴィクセル(Knut Wicksell)も，い
わば分裂症にも似た評価を得ている点で，その一例にはいると思われる。
限界革命に端を発する価値・交換理論ならびに生産・資本構造に焦点をあ
てたオーストリア生産理論の間の，新古典派体系の統合者としてヴィクセ
ルは評価されている。その一方で新古典派体系とは反立するマクロ経済理
論の先駆者としても紹介されているのである。この相反した評価は一部に
は，『価値，資本および地代』（1893）と『利子と物価』（1898），ならびに
『国民経済学講義第１巻』（1901），『同第２巻』（1906）という19世紀と20
世紀の間にかけて発表された２つの二部作に負っている。
　ヴィクセルは彼自身の講義を体系化する際，大きく三部門に分けて進行
させようと考えていたといわれる。一般理論（純粋経済学），応用経済学そ
して経済政策の三部門であるｏ特に純粋経済学に関してはさらに（i）人口理
論，㈲価値と交換の理論，㈲生産と分配の理論，㈲資本の理論，（ｖ）貨幣・
信用の理論の５つの小部門に分けられるとした。『国民経済学講義第１巻J
（1901），『同第２巻』（1906）（以下『講義Ｉ』『講義Ｈ』と略す）は共に純粋経
済学部門の体系化をもくろんだものにほかならない1）。そしてウィクセル
の理論は，この５つの小部門を通して段階的に発展していく統一理論であ
る,と考えることが可能であるｏ
　このことは，貨幣経済を最終的な経済像とみたて，そこへ到達するため
の論理的段階として各部門を位置づけることを可能にする。つまり，『講
　　　　　　　　　　　　－258（35）－
